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序文

本報告書は、県営農村活性化住環境整備事業大里地区 4・5号集落道路建設に伴って調査がなさ

れた「上城詰城跡」の発掘調査報告書であります。この県営農村活性化住環境整備事業に起因する

発掘調査は、これまでに松尾平，安徳，大里たんぽ，鍋ケ城跡など多く実施されました。今回の上

城詰城跡も平成 5年度に確認調査を実施し，平成 7年度から平成 9年度にかけて詰城跡の全面発掘

調査，さらに平成13年度に集落道路の発掘調査と 5回にわたって調査がなされました。これらの調

査では市来の歴史を物語る多数の遺物や遺構が検出され，本町の歴史を語る上で貴重な成果をあげ

ることが出来ました。

このように本町の歴史を物語る貴重な資料である本報告書が、町民をはじめ広く活用され、文化

財の周知と理解の一助になれば幸いに存じます。

最後になりましたが、本報告書をまとめるにあたり発掘作業及び整理作業に従事された方々に対

し、深く感謝山し上げます。
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平成15年3月

市来町教育委員会

教育長江口英雄



報 告 書 抄録

ふ り が な うえんじょうつめんじょうあと

書 名 上城詰城跡

刊 次 2 

シ リ ー ズ名 市来町埋蔵文化財発掘調資報告書

シリーズ番号 第10集

編 著 者 名 新町 正

編 集 機 関 市来町教育委員会

所 在 地 鹿児島県日置郡市来町湊町3305番地

ふ り がな ふりがな コ ド
北緯 東経 調査期間 調査面積 調杢原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号

うえんじょうつめんじょうあと 鹿か児ご島しまけ県ん
上城詰城跡 4636 3・4 31度 130度 全面 3600rrl 県営農村活

ひおきぐん
日置郡 12 43分 17分 H13・12・3 性化住環境

い市ち来きち町ょう
48秒 35秒 H14・3・15 整備事業

おおざと
大里 4・5号集

落道路建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

うえん じょうつめんじょうあと
縄文 縄文早期土器上城詰城跡

古墳 成川式土器

須恵器

平安 土師器

中世 土坑．柱穴 青磁 掘建柱建物跡
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1. 本書は県営農村活性化住環境整備事業大里地区 4・5号集落道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2. 遺跡の発掘調在は、市来町が調査主体となり、市来町教育委員会が実施した。

3. 本書の執筆・編集等及び遺物撮影には市来町教育委員会の新町があたった。

4. 本書に用いたレベル数値は、海抜絶対高である。

5 . 本書に用いた遺物番号は、遺跡ごとに土器・石器の種類に関係なく通し番号とし、挿図・図版

の番号と同ーである。

6 . 出土遺物の実測・トレースは新町・坂口が主にあたり、遺構に関しては新町・坂ロ・児玉• 松

崎があたった。拓本に関しては松崎が行なった。
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第 1章遺跡の位置及び環境

第 1節位置及び環境

市来町は日置郡の最北端に位置し，北は串木野市と，南から東市来町と接し，北東の一部では樋

脇町と接している。東側は山地が多く，西側には吹上浜が広がっている。西側の八房川下流と南西

の大里川下流には低地が開けている。この低地を囲むように小台地が存在し，その内の一つに上城

詰城跡がある。周辺には源頼朝の子どもを身ごもった丹後局が薩摩に下向し，子どもを生み育てた

という鍋ケ城跡がある。また大里田んほを挟んだ向かいの台地には県指定文化財の来迎寺墓塔群が

あり，丹後局の墓と伝わる墓がある。江戸時代の地頭である已原経福がこの墓を掘り返し，そのと

き石棺や婦人の遺体が出たそうである。遺体の髪には銀の普がさしてあり，丹後局ではないかと語っ

たという。こうした丹後局伝説は町内各地に存在する。薩摩に下向し舟で着いた場所が現在の市米

駅前付近と言われ，記念に植えられたハマヒサカキのある場所を町指定文化財に指定している。ま

た川の瀬にかかる橋を薩摩渡瀬橋といい，寵跡や休憩石などいわれのある遺跡が数多く存在する。

表1 遺跡分布

番号 遺跡名 所在地 地 形 時 代 遺 物 等

28-1 大里田圃 大里 扇状地 弥生・ 古墳 弥生式壷器

28-2 重信城跡 大里重信上城 台地 弥生・中世 黒髪式土器・上師器

上城詰城跡 大里上城詰城ほか 台地
旧石器・縄文弥生・ 台形石器・縄文上器・

28-3 
中世 白磁・青磁

来迎寺墓塔群 大里島内 台地
縄文・中世10c~ 黒曜石・土師器・五輪

28-4 
15C 塔・ 宝塔など

市来貝塚 川上中組 台地
旧石器・縄文後・ 人骨・獣骨・鹿角製品・

28-5 
中世 土器・石器

28-6 川上城跡 川上中組 丘陵 中世 堀切・土塁

鍋ヶ城跡 大里木場迫 台地
縄文（草・早・晩） 白烏平式土器・須恵器・

28-7 
9C後半・ 12~16C 白磁・青磁

28-8 川口番所跡 湊町天神町 低地 寛政～幕末

28-9 お仮屋跡 湊町祇園町 低地 慶長～絲末 石垣

28-10 中原の治水溝 大里中原 台地 嘉永 5年 石畳の溝

28-11 下諏訪 大里中原 台地 縄文 士器片・打製石斧

28-12 中諏訪 大里中原 台地 古墳 土師器・須恵器

28-13 上ン原 大里島内 台地 磨製石斧・土器片

28-14 大谷山 川上大谷山 丘陵 石器・土器
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28-15 北山屋敷 川上中平後 台地 縄文 土器片・打製石斧

28-16 小牟田 川上才野ヶ原 台地 土器

28-17 久保野入角 川上久保野入角 台地 古墳・中世 土師器

28-18 鉾ノ谷 川上鉾ノ谷 段丘 弥生・古墳 土器

28-19 中ノ平 川上中ノ平ほか 丘陵 弥生・古墳・近世 土器・陶器

前平木場 川上前平木場 段丘 古墳・中世・近世
土器・土師器・陶器・

28-20 
磁器

才野 川上才野 段丘
旧石器・ 縄文・弥 細石刃核吉田式・桑ノ

28-21 
生・古墳 丸式

牛ノ江原 川上牛ノ江原ほか 丘陵 古墳・中世・近世
土器・土師器・青磁．

28-22 
陶器

安茶ヶ原
川上南安茶ヶ原中

台地 古墳・中世・近世
土器・土師器・青磁．

28-23 
陶器ほか

28-24 衆中小堀 湊町衆中小堀 丘陵 中世・近世

28-25 市堀 湊町市堀 丘陵 古墳・中世・近世

28-26 北ン原 湊町北ン原 丘陵 古墳・中世 土師器・青磁・染付

外戸 湊町外戸ほか 段丘 弥生・中世・近世
土器・土師器・青磁・

28-27 
陶器

28-28 外戸山口 湊町外戸山口 段丘 弥生・中世・近戦 土器・土師器

28-29 草り田平 湊町草り田平 段丘 中世・近世 土師器・陶器

28-30 小原 湊町小原 段丘 弥生 土器

28-31 鳩越 大里鳩越 丘陵 古墳・近枇 土器・陶器

松尾平 大里松尾平 丘陵
旧石器・縄文古墳・ 台形石器・ナイフ・縄

28-32 
文土器・成川式土器中世

28-33 池原前 大里池原前ほか 丘陵 古墳・中世・近世 土器・土師器・陶器

原ノ園原 大里原ノ園原ほか 台地
弥生・古墳・中世・

土器・土師器・陶器28-34 
近世

中尾東原 大里中尾東原ほか 台地 中世・近世
土師器・陶器青磁・染

28-35 
付

28-36 佐保井東原 大里佐保井東原ほか 台地 中世 土師器・青磁

28-37 妙見前 大里妙見前ほか 台地 古墳・中世・ 近世 土師器・青磁・陶器

28-38 東園 大里東園ほか 台地 古墳・中世・近世 土器・土師器・陶器
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28-39 西ノ鼻 大里西ノ鼻ほか 台地 古墳・中世・近世 士器・土師器・陶器

28-40 半崎堀 大里半崎堀 台地
弥生・古墳・中世・

土器•土師器・陶器
近世

28-41 上平山 大里上平山 段丘 弥生・古墳 土器

28-42 田中堀 大里田中堀ほか 段丘
縄文・弥生・古墳・

土器・土師器・陶器
中世・近世

28-43 崎野堀 大里崎野堀ほか 丘陵
弥生・古墳・中世・ 士器・土師器白磁・染

近世 付．陶器

28-44 深田前迫 大里深田前迫ほか 丘陵 古墳・中世・近世
土器・土師器・陶器 ・

磁器

28-45 戸崎平 大里戸崎平ほか 丘陵 中世 士師器・士錘

旧石器・縄文・古
細石刃核・縄文土器・

28-46 戸崎原 大里戸崎原ほか 段丘 成川式土器・土師器・
墳・中憔

土錘

28-47 落シ平 川上落シ平 丘陵 古墳

縄文（草・早•前・
細石刃核・虹創期土器

28-48 瀧之段 川上瀧之段 丘陵 塞ノ神式士器・深浦式
晩）中世

土器・押型文土器・

28-49 安徳 大里安徳 丘陵 縄文～古墳

28-50 針原 川上中組針原 段丘 縄文・古代 石坂式土器上師器・

28-51 本寺屋敷 大里本寺屋敷 段丘 古墳・中世・近世
成川式土器・土師器 ・

五輪塔

28-52 来迎寺 大里来迎寺 台地 縄文・中世 黒曜石・土師器

28-53 西町 湊町西町 低地 中世 青磁．砥石

28-54 梅巌寺跡 湊町天神町 低地 古墳・中世・近世
成川式土器・青磁・染

付．陶器

28-55 中島 川上中島 低地 縄文・古墳・中世
縄文土器・成川式土器・

須恵器

28-56 柿ノ谷 川上柿ノ谷 低地
鉄滓堆積層・加工石・

流動滓
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第 2章 上城詰城跡調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

県噛農村活性化住環境整備事業の一環として， 4・5号集落道路建設を平成13年度から実施する

ことになった。建設が実施される当該地は上城・詰城という中世山城があり，平成 5年度に確認調

査を実施し，平成 7年から 9年度にかけて詰城部分の調査を行った。平成13年度は上城部分にかか

る道路敷地内を約 4ヶ月にわたり調在することになった。平成 5年度の確認調在で，上城部分には

縄文時代から中冊にかけての遺構・遺物が確認されている。

第 2節 調査の組織（平成13年度）

調杏主休者

調査責任者

調査庶務

市来町教育委員会

-'/ 

'l 

'l 

ク

/,, 

調壺担当者 (, 

,'., 

第 3節報告書作成組織（平成14年度）

報告書作成主体者

報告書作成貨任者

報告書作成庶務

報告書作成担当者

第 4節調査の経過

市来町教育委貝会

ク

/,, 

ク

/,, 

❖ 

'l 

教 ;,!,; 目 長 江口英雄

社会教育課長 宇都隆雄

社会教育課長補佐 逆瀬川正

社会教育係長 演 田 智 男

主 任 外山義彦

主 査 新 町 正

主 事 西 村 健

教 -目 長 江口英雄

社会教育課長 宇都隆雄

社会教育課長補佐 逆瀕川正

社会教育係長 浪 田 智 男

主 任 外山義彦

主 査 新 町 正

調査は平成13年12月 3日から平成14年 3月15日まで実施された。調壺の経過は日誌抄をもってか

えることにする。

12月 3日（月）上城詰城跡の調杏開始。 EF-1区の調査開始。

4日（火） E F-1区の掘り下げ。近世陶磁器出士。

5 B (水） E F-1区の掘り下げ。近世陶磁器出土。

6日（木） E F-1区の掘り下げ。近世陶磁器，士師器出土。

7日（金） E F-1区の掘り下げ。近世陶磁器，士師器，青磁碗出土。

10日（月）火縄銃の玉出士（二匁韮）

11日（火） E F-1区の掘り下げ。近世陶磁器，上師器，青磁碗出土。
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12B (水） E F-1区の掘り下げ。近世陶磁器，土師器，青磁碗出土。

13日（木） E F-1区の掘り下げ。土師器出土。

14日（金） E F-1区の掘り下げ。土師器，火縄銃の屯出土（四匁玉）

遺物取り上げ。

17 B (月） E F-1区の掘り下げ。土師器出土。

18日（火） E F-1区の掘り下げ。土師器出土。

19日（水） E F-1区の掘り下げ。土師器出土。

中世の復元コンタライン作成。

20日（木） E F-1区の掘り下げ。土師器出土。

21日（金） E F-1区の掘り下げ。土師器出土。

25日（火） E F-1区の掘り下げ。土師器出土。

26日（水） II層遺物取り上げ。土層図作成。道具を清掃し，作業終了。

1月 7日（月）新しく ABC-1区を広げ調査開始。

8日（火） ABC-1区より土師器出土。

9日（水） ABC-1区より成川式土器出土。

10日（木）石鏃及び縄文土器も出土。

11日（金）成川式土器及び土師器出土。

15日（火） ABC-1区掘り下げ。

16 B (水） ABC-1区掘り下げ。

17日（木） ABC-1区出土遺物平板測量。

18日（金） ABC-I区掘り下げ。

21日（月） ABC-1区掘り下げ。

22日（火） ABC-1区掘り下げ。

23日（水） ABC-1区掘り下げ。

24日（木） ABC-1区出土遺物平板測量。

25 B (金） ABC-1区出土遺物平板測量。

28B (月） ABC-1区出士遺物平板測量。遺構配置図作成。

29日（火） ABC-I区掘り下げ。

30日（水） ABC-1区遺構図作成。

31日（木） CD-1区掘り下げ。 D-1区の一部が床堀により撹乱され，遺物包含層が破

壊されていた。 11層より土師器・須恵器出土。

2月 1日（金）現場休み。

4 8 (月） CD-I区掘り下げ。 II層出土遺物平板測醤。

5日（火） CD-1区掘り下げ。 V層掘り下げに人る。

6日（水） CD-1区のV層掘り下げ。

7日（木） ABC-2区掘り下げ。 11層掘り下げ。

8日（金） II 層より土師器，成川式土器出土。遺物取り上げ， No.561~750 まで平板測量。

12日（火） ABC-2区掘り下げ。 II層掘り下げ。
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13日（水） ABC-2区掘り下げ。 II層から V層掘り下げ。

14日（木） ABC-2区掘り下げ。 II層から V層掘り下げ。石坂式土器出土。

15日（金） ABC-2区掘り下げ。

18日（月）遺物取り上げ。

19日（火）遺構精査。遺構実測図作成。

20日（水） CD-2区表土剥ぎ。 II層掘り下げ。

21日（木） CD-2区の II層掘り下げ。

22日（金） CD-2区の II層掘り下げ。土師器・須恵器出土

25日（月） CD-2区の II層掘り下げ。

26日（火） CD-2区の II層掘り下げ。

27日（水） CD-2区の II層掘り下げ。

28日（木） CD-2区の II層掘り下げ。

3月 1日（金） CD-2区の II層掘り下げ。土層断面図作成。

4日（月） CD-2区の II層掘り下げ。士層断面図作成。

5日（火） CD-2区II層出土遺物取り上げ。

6日（水） CD-2区遺構精査。

7日（木）遺物取り上げ。

8日（金）遺構実測図作成。

11 日（月）土坑 Sk-1~3 号実測。

12日（火）縄文時代梓創期の土器出土。

13日（水）柱穴遺構実測。

14B (木）遺物取り上げ。

15日（金）作業終了。
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第2図工事計画路線図
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第 5節標準土層

平成 5年度の確認調査で確認できた土層を基準土層とし，今回発掘の土層順位を付けた。

標準土層 今回発掘場所の土層

I a層 I a層

耕作土 耕作土

江戸時代
I b層

旧耕作土

I b層

旧耕作土

古墳時代・中世
II層

黒褐色粘質士層

11層

黒褐色粘質土層

縄文時代
III層

暗茶褐色土層 w層

w層 茶褐色土層

茶褐色土層

v層
v層

黒褐色土層

第 6節調査の概要

当初 7月に調査に入る予定であったが，士地買収及び保安林解除など事務手続きにより， 12月に

調査に入ることになった。しかし一部未買収地が残っていたため，道路建設予定区を任意に10m毎

にグリットを設定し，買収済みの区から掘り下げることにした。調究区（グリット図）は第 3図の

通り西から ABC・・, 北から123・ ・ と任意に設定した。

遺物包含層は平成 5年度の確認調査で第 4節のごとく基準士層が判明していたため， II層上面ま

ではバックホーによる廃土処理を行った。土層堆積状況は図 4の通りである。 I層は耕作土で，旧

耕作土まで含めて地表下60cm程堆積している。 II層は黒褐色粘質土層で，古墳時代から中懺の遺物

を包含する。はっきりとはしないが，古墳時代の遺物は下層から中槻は上層部分から出士する傾向

がある。茶褐色土層は縄文時代の遺物を出士する。早期の遺物が出土した。また，今回の調究対象

区には撹乱層が見られた。調査区の東側部分は大きく撹乱されており，過去土砂崩れにより掘削し

たことがあるとの地元の方からの話を実証した。また調査区中央北側に接する集落道路付近も過去

の道路工事のため撹乱されていた。
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第 3章平成13年度全面発掘調査

第 1節縄文時代の遺物（図 5,._, 図 7)

土器 (No.1,..,No.9) 

縄文時代の土器は大きく r~w類に分類される 。 I 類は，口縁部末端に箆もしくは貝殻などで連

続刺突文を施すもので，胴部は貝殻や繊維状のもので条痕文を施すものである 0 ]]類は，角筒状の

土器。皿類は，口唇部に刻みを入れ，口縁部から下位にかけて貝殻腹縁により「くの字」状に刺突

を施すもの。W類は，棒状の施文具で区画を施しその中に撚糸とも見られる圧痕を施すものである。

1は口縁部破片で赤茶褐色を呈し，口唇部付近に貝殻若しくは箆状の施文具で刺突文を施す。器

面は繊維状のもので丁寧に条痕を施す。胎土には石英，長石を微量に含む。 2も口縁部破片で黄茶

褐色を呈す。口縁部上部付近に刺突を施す。施文具は不明。刺突から下位にかけては貝殻腹縁によ

る横位の条痕文を施す。胎土には石英，長石，小礫，黒雲母等を含む。 3は胴部破片で茶褐色を呈

す。文様は横位の貝殻腹縁による条痕文及び縦位に波状の流水文を施す。胎土には石英，長石，小

礫 黒雲栂等を含む。 4は胴部破片で茶褐色を呈す。横位の貝殻腹縁による条痕文を呈す。また形

状が円形を呈し，円盤状土製加工品の可能性が高い。 5は胴部破片で茶褐色を呈す。横位に太目の

貝殻腹縁による条痕文を呈す。胎土には石英，長石，小礫等を含む。 6は口縁部付近の破片で，茶

褐色を星す。口縁部は若干外反する。また箆状の施文具で連続刺突を施す。胎土は石英，長石，小

礫，黒雲犀等を含む。 7は口縁部破片で淡茶褐色を呈す。口唇部には箆状の施文具で刻みを入れ，

口縁部から下位にかけて貝殻腹縁により「くの字」状に刺突を施す。内面は撫でにより調整が行な

われる。口縁部は若干外反する。また口縁部には補修孔が見受けられ，内側は丸型，外側は縦位に

穿孔される。胎土には石英，長石，小礫， 黒雲母等を含む。 8は底部破片で，四隅が四角になって

いる点から角筒状の土器であることが分かる。 9は胴部破片で，茶褐色を呈す。棒状の施文具で区

画を施しその中に撚糸とも見られる圧痕を施す。

石器 1 (No.10,..,No.18) 

10は黒耀石製の石鏃で， 竜ヶ水産の黒耀石に類似している。全体形は三角形を呈す。扶りは浅く，

重量は0.9gである。11も黒耀石製の石鏃で，上牛鼻産や平木場産のものに酷似している。全体形は

三角形を里し，扶りは深めである。重最は 1gである。12も黒耀石製の石鏃で，上牛鼻産や平木場

産のものに酷似している。全体形は二等辺三角形を呈し，扶りは深めで脚部を欠損している。重量

はlgである。 13は蛋白石製の石鏃で，全体形は二等辺三角形を呈している。扶りはなく， 重量は

0. 9gである。 14は黒耀石製の石鏃で，色調はグレー色を呈する。先端部が欠損し，形は二等辺三角

形である。扶りは深い。重量は lgである。15は頁岩製の石鏃で， 全体形は逆「Vの字」をしてい

る。扶りは深く， 重量は lgである。 A-2区Il層からの出士である。16は黒耀石製の石鏃で上牛

鼻産や平木場産のものに酷似している。全体形は二等辺三角形を呈し，扶りは浅い。重量は1.8gで

ある。17はチャート製の石鏃で，全体形は二等辺三角形を星す。脚部を欠損している。重量は lg

である。 18もチャート製の石鏃で，全体形は二等辺三角形を呈す。扶りは深く，重量は1.8gである。

石器 2 (No.19,..,No.25) 

19はチャート製の石鏃未製品と思われるが，小型の石槍の可能性もある。全体的に荒い調整が行

なわれている。重量は5gである。20はチャート製の調整剥片である。21は黒耀石製の大型剥片で，
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第 5 図縄文時代の遺物(~)

表面は風化が著しく傷ついた部分からの観察ではグレ一色をしたガラス質の薄い石材である。重贔

は18gである。 22は黒耀石製の縦長剥片で，熊本県の桑ノ木津留産のものに酷似している。重量は

5gである。 23は頁岩製の石匙である。重さは5.8gである。 24は頁岩製の楔形石器である。重量は

2gである。 25は黒耀石製の剥片で重量は 9gである。

-19-



鼻0畠鼻贔
10 11 

12 13 

14 15 

16 17 

18 

第6図縄文時代の遺物（二）
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表 2 縄文土器一覧

図 No. 番号 区 層 種別 部位 焼成 色調 文 様

1 1311 E 1 N 縄文土器 口縁部 良 赤茶褐色 刺突，条痕

2 1312 E 1 N 縄文土器 口縁部 良 黄茶褐色 刺突，条痕

3 1303 E 1 N 縄文士器 胴部 良好 茶褐色 貝殻条痕，流水文

4 965 B2 II 縄文土器 胴部 良好 茶褐色 貝殻条痕

5 5 967 B 2 II 縄文士器 胴部 良好 茶褐色 貝殻条痕

6 1067 B 2 N 縄文士器 口縁部 良好 茶褐色 貝殻刺突

7 1069 B 2 N 縄文土器 口縁部 良好 淡茶褐色 くの字貝殻刺突，補修孔

8 D2 V 縄文土器 底部 良 茶褐色

， 981 B 2 II 縄文土器 胴部 良好 茶褐色 撚糸文

表3 縄文時代石器一覧

図 No. 番号 区 層 種別 石 材 重さ (g) 備 考

10 1292 Dl II 石鏃 黒耀石 0.9 完形

11 935 C 1 II 石鏃 黒耀石 1 完形

12 1286 D 1 II 石鏃 黒耀石 1 脚部欠損

13 1226 E 1 II 石鏃 蛋白石 0.9 完形

6 14 238 B 1 II 石鏃 黒耀石 1 先端部欠損

15 II 石鏃 頁岩 1 完形

16 318 B 1 II 石鏃 黒耀石 1 完形品

17 1227 E 1 II 石鏃 チャート 1 脚部欠損

18 A2 II 石鏃 チャート 1. 8 完形

19 1017 C 1 II 掻器 チャート 5 

20 1313 E2 N 調整剥片 チャート 1 

21 1302 E 2 V 剥片 黒耀石 18 

7 22 1315 D2 N 剥片 黒耀石 5 

23 1166 C 1 II 石匙 黒耀石 5 完形

24 1316 D2 N 楔型石器 黒耀石 2 

25 D2 N 剥片 黒耀石 ， 
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第 7図縄文時代の遺物(=:)

第 2節古墳時代の遺物（図 8,.._, 図13)

土器 1 (No.26,...,No.42) 

26は小片で器形は分からないが，幅 1cm程度の断面蒲鉾型の粘土紐を 1条貼り付け，その上から

箆により刻みを入れている。27も26と同様に幅 1cm程度の断面蒲鉾型の粘土紐を 1条貼り付け，そ

の上から箆により刻みを入れている。28は幅1.5cm程の粘土紐を貼り付け大きな刻みを入れてい

る。29も同様である。30と31は同一固体の可能性がある。幅 7mm程の二条の粘土紐を薄く貼り付

けている。 32も30・31と同じような粘土紐を貼り付けているが， 三条の粘土紐の上から箆を刻んで

いる。33・34・36も同一固体のものと思われ，幅2.5cmの幅広の突帯を施している。突帯上には箆

で格子状に刻みを入れている。35は1.5cm程度の台形状の突帯を貼り付け，刻みを入れている。37

-22-
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は甕の脚部で，外面は丁寧に刷毛目が残っている。38は甕の脚部で脚が37と異なり短く付く 。39は

平底で，外面内面共に指圧痕が残っている。底部角は突出している。40も底部破片で， 39と同様に

胎土には石英，長石，小礫が多く， 一見本町で出土している弥生時代中期の黒髪系土器の胎土に酷

似している。 41は甑の取手部分の可能性がある。 42は壷の底部で，底部底面は丸みが見受けられる。

土器 2 (No.43,...,, No.52) 

43~49までは口縁部破片である 。 43は口縁部の下部が厚みを増して一段の稜が付く 。 44は口縁部

が外反し，口唇部は平坦である。45は口縁部が外反し，頸部から口唇部へ向けて厚みを増す。46も

口縁部は外反する。口唇部は丸みを帯びる。 47は44と同様に口縁部は外反し，口唇部は平坦である。

48も口縁部は外反し，口唇部へ向かって細くなる。49は壷と思われ，その他の口縁部破片に比べ外

反がきつくなる。 50及び51は胴部から口縁部の外反がきつく，内面の外反部分には稜線が付く。 黒

髪系の土器に類似した様相を見せる。 52は壷と思われ，口縁部がほぽ水平に開く 。胎土には石英，

長石，小礫等が多く混じり， 本町で出土する弥生土器の胎土に酷似している。

土器 3 (No.53,...,, No.59) 

53と54は同一固体の可能性がある高杯である。杯部分の内面は立ち上がり部分から屈曲し，斜め

上方に直線的に延びる。脚は内面を箆状のもので撫でている。55は琲で，一点だけの出土である。

56~59は甕の頸部片である 。 56は脚台内面の天井部分が丸く整形されている 。 57は脚台内面の天井

部分が丸く整形されているが，一段の段差が見受けられる。58と59は脚台内面の天井部分がやや平

らに整形されている。

土製加工品 (No.60,...,,No.63) 

60及び61は成川式土器の胴部破片を丸く整形している。60は楕円に土器片を加工して長軸の左右

に大きな剥離痕があり，錘として使用した可能性がある。61は60のように特に目立っ た加工は見受

けられない。62は土器片の片方に穿孔が施され，錘として使用したものであろう 。63は上製の玉で

ある。

石器 (No.64,...,,No.70)

64は砂岩製の磨石である。両面に研磨痕が残る。重量は23g。65はかなり使用が見受けられる磨

石である。両面を全面的に使用されている。砂岩製である。66も砂岩製の磨石で，半分が欠損して

いる。これも両面とも使用痕がある。67は砂岩製で，磨石と敲石の併用である。磨り面は片方に見

受けられ，敲きも片方が使われている。重量は453gである。68は砂岩製の磨石で，重量が376gであ

る。両面に磨り痕が残る。69は砂岩製の凹石である。中央部で敲打することにより凹ができている。

この凹は両面に見受けられ，重量は508gである。 70は砂岩を半分に荒割りし，重さを調節した後，

上下に剥離により扶り部分を作っている。重量は63gである。

須恵器 1 (No.71,...,,No.79) 

No.71~No.79まですべて須恵器である 。 71は須恵器の壺と思われる。内外面とも撫で調整が行な

われている。72は鉢状のもので，口縁部端が外反し，口縁部の外反する部分に一条の沈線文が施文

されている。口径は12cmである。内外面とも撫で調整である。 73は須恵器の台付き壷の可能性があ

る。内外面とも撫で調整が行なわれている。高台が見受けられるが，剥落している。74は須恵器の

坪であろう。高台は途中で欠損している。内外面とも撫で調整である。 75は須恵器の甕で外面は格

子状の敲きで，内面は青海波文の上から同心円文の敲きが見受けられる。76は外面は格子状の敲き

-27-
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が施され，内面は同心円文である。 77は外面は青海波文で，内面は同心円文である。 78は外面は格

子状の敲きで，内面はまばらに敲きらしい痕跡がのこるがはっきりとしない。 79も78と同様で，同

一固体の可能性もある。

須恵器 2 (No.80,-..;No.86) 

すべて須恵器の破片であるが， so~s4は断面が厚めで， 85 と 86は薄めである。 80は表に細かい格

子状の叩き文を有し，裏面は青海波文である。 81は山型の叩き文を有する。裏面は横方向の撫でで

ある。 82は原手の須恵器で表面に自然釉と思われる黒色の斑点が見受けられる。色調は他の須恵器

と違い白色に近いグレ一色を呈している。表裏とも青海波文である。 83は厚手の須恵器で格子状の

叩き文を表面に施文し， 裏面は叩きなどは見受けられない。 84は胴部の張り出し部分か底部付近の

破片で，丸みを帯びている。表面には筋状の叩きが施され，緑色の自然釉がかかっている。裏面は

指圧痕が残る。 85は薄手の須恵器で，筋状に叩きが施され，裏面は青海波文である。 86は85と同様

の叩きを表面に施文するが，裏面は叩き痕を撫でにより消して調整している。

表 4 古墳時代土器一覧

図 No 番号 区 層 種別 部位 口径 cm 底径 cm 文 様

26 239 B 1 II 成川式土器 胴部 粘上紐貼付

27 330 B 1 II 成川式土器 胴部 粘士紐貼付

28 976 B 2 II 成川式土器 胴部 粘土紐貼付

29 853 B2 II 成川式土器 胴部 粘士紐貼付

30 392 Al Il 成川式土器 胴部 粘土紐貼付

31 191 Al II 成川式土器 胴部 粘士紐貼付

32 429 A2 II 成川式土器 胴部 粘土紐貼付

33 B 1 II 成川式土器 胴部 太めの粘士紐貼付

8 34 672 A2 II 成川式土器 胴部 太めの粘土紐貼付

35 255 C 1 II 成川式土器 胴部 太めの粘士紐貼付

36 561 A2 II 成川式土器 胴部 太めの粘土紐貼付

37 1097 C 1 II 成川式土器 脚部 8.8 

38 1151 C 1 II 成川式土器 脚部 6. 7 

39 528 C 2 II 成川式土器 底部 12.5 

40 222 Al II 成川式土器 底部 7. 7 

41 950 B 1 II 成川式土器 底部 3.4 

42 560 D2 II 成川式土器 底部 3.2 

43 1288 Dl II 成川式土器 口縁部 19.9 

44 1030 A2 II 成川式土器 口縁部 19.7 ， 
45 1231 E 1 II 成川式土器 口縁部 18.8 

46 432 A2 II 成川式土器 口縁部 15.2 
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47 388 A2 II 成川式土器 口縁部 14.9 

48 752 B 2 II 成川式士器 口縁部 19.4 

49 1255 E 1 II 成川式土器 口縁部 19.9 ， 
50 696 AZ II 成川式土器 口縁部 21. 7 

51 692 A2 II 成川式土器 口縁部

52 1089 C 2 II 成川式土器 口縁部 15.0 

53 416 Al II 成川式士器 口縁部 高杯

54 560 D2 II 成川式土器 脚部 高坪

55 1047 A2  II 成川式土器 胴部 堺

56 1223 E 1 II 成川式土器 脚部

57 512 C 2 II 成川式土器 脚部

10 58 218 Al II 成川式土器 脚部

59 344 B 1 II 成川式土器 脚部

60 419 Al II 成川式土器 胴部 円盤状土製品

61 388 A2 II 成川式士器 胴部 円盤状上製品

62 165 AZ II 成川式土器 胴部 穿孔あり

63 1177 D2 II 土玉

表 5 古墳時代石器一覧

図 No. 番号 区 層 種別 石材 重さ (g) 備 考

64 1040 A2 II 磨石 砂岩 23 完形

65 944 B 2 II 磨石 砂岩 49 完形

66 1109 C 1 II 磨石 砂岩 113 一部欠損

11 67 487 C 1 II 磨石 砂岩 453 完形

68 962 B 2 II 磨石 砂岩 376 

69 1008 C 2 II 凹石 砂岩 508 

70 548 D2 II 磨石 砂岩 63 

表6 須恵器一覧

図 No. 番号 区 層 種別 部位 口径 cm 底径 cm 敲き表 敲き裏

71 1257 E 2 II 須恵器 蓋 14.7 

72 525 C 2 II 須恵器 口縁部 12.1 

12 73 649 A2 II 須恵器壷 胴部

74 914 C 1 II 須恵器 底部

75 802 B 2 II 須恵器 胴部 格子H 青海波文
＋同心円
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76 1216 D2 II 

77 994 C 1 II 
12 

78 1199 D2 II 

79 937 C 1 II 

80 533 C 2 II 

81 450 A2 II 

82 1306 E2 II 

13 83 1217 B2 II 

84 1197 D2 II 

85 1231 E 2 II 

86 1258 E 2 

＂ 
第 3節平安時代の遺物（図14)

土器 1 (No.87,...,No.104) 

須恵器 胴部 格子目 同心円

須恵器 胴部 青海波文 同心円

須恵器 胴部 格子目

須恵器 胴部 格子目

須恵器 胴部 格子目 青海波文

須恵器 胴部 山型文

須恵器 胴部 青海波文 青海波文

須恵器 胴部 格子H

須恵器 胴部 筋状

須恵器 胴部 筋状 青海波文

須恵器 胴部 筋状 敲撫でき消痕しを

37~39は D縁部で， 87は内黒土師器である。口径は11. 2cmである。 88も内黒土師器で，口径は

10. 6cmである。 89は内黒土師器で，口径13.3cmの碗である。口唇部に向けて厚みを増す。 90は内

黒上師器の胴部破片で一段の撫でによる稜が付く。 91は底部付近の破片で，内黒士師器である。 92

は土師器碗の高台部分で，脚の内面天井綿分は丸みを帯びている。 93は内黒土師器碗の底部で，高

台脚は外方に伸びている。高台径7.8cmである。 94も内黒土師器碗の底部で，高台径8.4cmである。

脚は長めで斜め下方向に伸びている。 95は土師器碗で， 93と同様に脚部は外方向に伸びている。高

台径は7.8cmである。 96は士師器の碗で器壁は薄い。短い高台が付く。高台径は7.2cmである。 97

も土師器碗で薄手である。 96と同じく短く高台が付く。高台径は6.6cmである。 98は土師器の碗で，

高台径は5.8cmと小さい。脚は外方向に伸びる。 99は土師器の碗で，短い高台が付く。高台径は

6. 3cmである。 100は内黒土師器の碗で，断面三角形の短い高台が付く。高台径は5.8cmである。

101も内黒土師器と思われる。黒色部分がかなり薄くなっている。脚は外方向へ伸びる。高台径は

7.4cmである。 102は内黒土師器の碗で，脚は欠損しているが長く伸びると思われる。 103は口径

12. 7cm, 底径5.9cm, 器高5.0cmで，底部切り離しははっきりしないが箆削りであろう。 II層の下

部から出土した。 104は底部切り離しは箆で行なわれ，口径9.6cm, 底径6.6cm, 器高4.0cmであ

る。底部からの立ち上がりはきつく，胴部が少し膨らみを持つ。全体的にT寧な作りである。

表7 平安時代土師器一覧

図 No. 番号 区 種 別 器種 焼成 口径 cm 底径 cm 器高 cm

87 1187 Dl 内黒土師器 小1IIl 良好 11. 2 

14 88 1065 B2 内黒土師器 高杯 良 10. 6 

89 673 AZ 内黒土師器 杯 良 13.3 
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90 912 C 1 土師器 坪 良好

91 1055 A2 内黒土師器 高杯 良

92 1233 E 1 土師器 高杯 良好

93 1080 C 2 内黒土師器 高坪 良好 7.8 

94 887 C 2 土師器 杯 良好 14.2 

95 1209 D 1 土師器 高坪 良好 7.8 

96 1209 Dl 土師器 高杯 良 7.2 

14 97 1219 D2 土師器 高杯 良 6.6 

98 1215 D 1 土師器 高杯 良 5.8 

99 771 B 2 土師器 高杯 良 6.3 

100 1236 E 1 内黒土師器 高杯 良 5.8 

101 1210 Dl 土師器 高杯 良好 7.4 

102 1108 C 1 土師器 高杯 良好

103 324 B 1 土師器 埒 良 12. 7 5.9 5 

104 1249 E 1 土師器 杯 良好 9.6 6.6 4 
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第 4章上城詰城時代

第 1節 第 1トレンチ出土遺物（図15)

トレンチ出土遺物 (No.105,-..;No.114)

105は青磁碗の口縁部破片で，口縁部末端が外方向に大きく外反する。口径15.6cmである。 106

は青磁盤の底部であろう。台形状の高台が付く。底径14.6cmである。 107は土師器llil.で，厚手であ

る。胴部は丸みを持ち，口唇部は丸く整形されている。口径22.2cm, 底径18.5cm, 器高3.2cmで

ある。 108は土師器杯で，底部切り離しは糸切である。底部角はシャープで，ゆるやかに胴部へと

丸みを帯びながら立ち上がる。底径は6.1cmである。

109及び110は共に素焼きの土錘である。 111は磨石

と思われる。重さ25gである。 112ば煙管の雁首であ

る。胴部の途中から欠損しており全体像は不明だが，

形態などから江戸時代半ば頃のものであろう。羅宇や

吸口は出土しなかった。 113は火縄銃の玉で二匁韮で

ある。銃口径11mmの火縄銃で，歪の直径10.7mmで

ある。 114も同じく火縄銃の玉で，四匁玉である。銃

113 114 

口径13.8mmで，玉の直径13.5mmである。この火縄銃の宝は114の四匁玉が変形している点から

考えて使用されているのがわかる。

表8 第 1トレンチ出土遺物一覧

図 No. 番号 層 種 別

105 51 II 青磁碗

106 100 II 青磁盤

107 81 I b 土師器

108 74 I b 土師器杯

109 41 I b 士錘
15 

110 64 I b 土錘

111 86 I b 磨石

112 26 I b キセル

113 50 II 火縄銃の玉

114 114 II 火縄銃の予

第 2 節中世の遺物（図17~図20)

土師器 1 (No.115~No. l 26) 

口径 底形 器高 備 考

15.6 

14.6 

22.2 18.6 3.2 

6. 1 糸切底

2匁

4匁

115から126は土師器の杯の口縁部と思われる。 112は口径8.0cmで，やや外反する。 116は口径

9.8cmで，口縁部は外反する。 117は口径10.8cmで，同じく口縁部は外反する。 118は口径11.8cm

で，同じく口縁部は外反する。 119は口径14.2cmで，口縁部は外反する。 120は口径11.0cmで，口
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第16図 1トレンチ土層断面図

縁部は内湾する。 121は口径11.8cmで，口縁部は外側に伸びる。 122は口径11.2cmで，口縁部は外

側に伸びる。 123は口径11.4cmで，口縁部は外側に伸びる。 124は口径14.2cmで， T寧な作りであ

る。器壁は薄く，口縁部は胴部半ばで丸みを持ちながらやや外反気味に伸びる。また胴部半ばに 2

段の稜が認められる。 125は口径11.3cmで，口縁部は外側に伸びる。 126は口径14.4cm, 硬質で薄

手である。口縁部は外側に直線的に伸び，胴部半ばで 2本の沈線が見受けられる。

土師器 2 (No.127,..,,No. l 45) 

127から145まですべて土師器の杯である。 127は底径4.0cmで，底部から胴部へ緩やかに丸みを

帯びながら立ち上がる特徴を持つ。 128は底径4.8cmで， 127と同じく底部から胴部へ緩やかに丸み

を帯びながら立ち上がる特徴を持つ。 129も底部が切り離しの際に出っ張りができているが特徴は

127 及び128 と同じである。底径は4.2cmである。 130 も 127~129 と同様の特徴を持つ。底径5.6cm

である。 130は皿ともとれるが出土している皿との比較から杯に分類した。底部は糸切で器壁は厚

い。口縁部は内湾気味である。口径13.4cm, 底径10.0cm, 器高3.1cmである。 132は底部切り離し
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は糸切で，底径11.4cmである。中央部に向けて器壁が痺くなり，底部から胴部へ向けて緩やかに立

ち上がるのが特徴である。133は中央部に向けて器壁が薄くなり，底部から胴部へ向けて緩やかに

立ち上がるのは132と同様である。底径は10.0cmである。 134は底部が糸切の後撫でにより糸切痕

を消していると思われる。しかし箆切の可能性も考えられる。底径6.4cmである。 135は薄手の土

師器で，底部切り離しは磨耗のため確認できない。底径10.0cmである。 136は底部切り離しは磨耗

のため不明である。底径10.8cmである。137は底部切り離しは糸切で，底径10.8cmである。138は

底部切り離しは糸切で，底径7.6cmである。底部中央に行くにしたがって器壁が薄くなるのが特徴

である。139は底部切り離しは糸切であろう 。小片のためはっきりとはしない。129と形態は似てい

る。底径は8.8cmである。140は底部切り離しは糸切ではあるが，底部中央部が窪み，段が付く 。

底部中央部へ向けて薄くなるのが特徴である。底径は8.4cmである。 141は底部切り離しが糸切で，

底径は8.4cmである。142は底部切り離しは糸切で，底部角がはっきりとしている。胴部は丸みを

帯びながら立ち上がる。底径7.3cmである。143は底部切り離しは糸切で，器壁は薄い。底径6.8cm

である。144は底部切り離しは糸切で，口縁部は斜め上方に緩やかに外傾する。口径10.2cm, 底径

7.2cm, 器高2.7cmを計る。145は底部切り離しは糸切で，底径7.6cmである。

土師器 3 (No.146,...,No. l 61) 

146 から 161 まですべて土師器の小皿である 。 146~149は口径が10cm前後に基準があるもので，

底径も 8cm以上，器高は1.3~1. 5の範囲にある。形態も内面の立ち上がり部分も緩やかで，底部角

もしっかりしているものが多い。 150は口径が8.8cm, 底径7.2cm, 器高が1.4cmで，口径の割には

器高が高いのが特徴である 。 151~158は 153 を除いて，口径が 9cm前後に基準があるもので，底径

も8.6~6. 6の範囲にあり，器高は1.6~1. 2の範囲 にある 。 このうち 154~157は内面立ち上がりがた

のものと異なりやや上方へ急激に立ち上がるものである。 159~160は 8cm前後に基準があるもの

である。器高も 1.2cmと低くなっている。161は口径 7cm,底径 5cm, 器高 1cmの小型の皿であ

る。

土師器 4 (No.162,...,No.171) 

162から171まですべて土師器皿である。162は底部から緩やかに立ち上がる。内面も同様である。

底径は8.4cmである。163は薄手で内外面とも緩やかに口縁部が立ち上がる。底径8.4cmである。

164は厚手で底径 8cmである。165は底部角がシャープで，底径7.8cmである。166は薄手で底部角

から緩やかに口縁部は立ち上がる。底径7.8cmである。167は薄手で，底部角は丸みを帯びる。底

径7.4cmである。 168は薄手で底部切り離しは糸切であるが，切り離し痕が雑である。また内面立

ち上がりは他のものと比較するとやや急である。胴部も撫でにより稜が見受けられる。底径は9.0cm

である。 169も底部から口縁部へかけて緩やかに立ち上がる。底径は6.4cmである。 170も底部から

口縁部へかけて緩やかに立ち上がる。底径は6.3cmである。171は薄手で中央部へ行くにしたがっ

て器壁が薄くなる。底径 5cmである。
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表9 中枇土師器一覧

図 No. 番号 区 器 種 種別 焼成 口径 cm 底径 cm 器高 cm

115 343 B 1 土師器 杯 良 8 

116 928 C 1 土師器 杯 良 9.8 

117 1112 C 1 土師器 杯 良 10.8 

118 1123 C 2 土師器 杯 良 11. 8 

119 889 C 2 土師器 杯 良 14.2 

120 1002 C 2 土師器 杯 良 11 
17 

121 874 C 2 士師器 杯 良 11. 8 

122 1142 C 1 土師器 杯 良 11. 2 

123 988 C 2 士師器 杯 良好 11. 4 

124 887 C2 土師器 杯 良好 14.2 

125 577 A2 土師器 坪 良 11. 3 

126 828 B2 士師器 杯 良好 14.4 

127 490 C 1 土師器 杯 良 4 

128 1014 CZ 土師器 杯 良好 4.8 

129 1011 C2 土師器 杯 良 4.2 

130 532 C2 土師器 坪 良 5. 6 

131 881 CZ 士師器 杯 良好 13.4 10 3. 1 

132 880 C2 土師器 杯 良好 11. 4 

133 1273 E 1 土師器 杯 良好 10 

134 1250 E 1 土師器 杯 良好 6.4 

135 440 A2 土師器 杯 良 10 

18 136 1234 E 1 土師器 杯 良好 10. 8 

137 1141 C 1 土師器 ID!. 良 10. 8 

138 848 B2 土師器 杯 良 7.6 

139 1102 C 1 土師器 杯 良 8.8 

140 1054 A2 土師器 杯 良好 8.4 

141 844 B 2 士師器 杯 良 8.4 

142 643 A2 土師器 坑 良 7.3 

143 1242 E 1 土師器 杯 良 6.8 

144 1179 D 1 士師器 杯 良 10. 2 7.2 2. 7 

145 897 C 2 土師器 杯 良 7.6 

146 1213 D 1 土師器 lIIl 良好 10.1 8.5 1.5 

19 147 799 B 2 土師器 皿 良 10 8.5 1. 4 

148 1280 D 1 士師器 小皿 良 9.7 8.8 1. 4 
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149 884 C 2 土師器

150 856 B2 土師器

151 230 B 1 土師器

152 852 B2 土師器

153 1179 D 1 土師器

154 859 B2 土師器

19 155 873 B2 土師器

156 843 B 2 土師器

157 886 C 2 土師器

158 1218 D 1 士師器

159 863 C 2 土師器

160 1170 D 1 土師器

161 1201 D 1 土師器

162 1211 D 1 上師器

163 827 B 2 士師器

164 1272 E 1 土師器

165 1118 C 2 土師器

166 1136 C 2 土師器
20 

167 432 A2 士師器

168 1208 Dl 土師器

169 952 B 1 土師器

170 338 B 1 土師器

171 1000 C 2 士師器

第 3節中世の遺構（図21,...,図25)

掘建柱建物跡 (SB-1)

皿 良 9. 7 8.4 1. 3 

小皿 良好 8.8 7.2 1. 4 

小皿 良 9.3 8 1.1 

皿 良 9. 1 8.4 1. 2 

小1IIl. 良 7.9 6.7 1. 7 

皿 良 9.4 8.6 1. 4 

皿 良 9.4 8.6 1. 3 

小1IIl 良好 ， 8 1. 3 

皿 良 8.8 8 1. 6 

1IIl 良 ， 6.6 1. 6 

小皿 良 8.4 7 1. 2 

小皿 良 8. 1 7.2 1. 2 

小皿 良 8.1 7.2 1. 2 

杯 良好 8.4 

皿 良好 8.4 

杯 良 8.2 

杯 良 7.8 

杯 良 7.8 

小皿 良 7.4 

皿 良好 ， 
杯 良 6.4 

坪 良 6.3 

杯 良 5 

遺構は土坑 (SK) と柱穴 (pi t)掘建柱建物 (SB)が検出された。掘建柱建物は 2軒 X 4軒

の三方庇付きで，ほぽ南北に長軸をとる。柱穴からは土師器や白磁が出士した。これは土師器の年

代をおおよそ特定できる資料であると思われるがどちらも小破片で，柱穴を掘った際に混人した恐

れも考えられる。172から185はすべて SB-1から出士したもので，同時期のものと考えられる。

172は口禿白磁端反碗の口縁部破片である。口径約12cmの碗である。173は士師器杯で口径13.5cm 

で，胴部中央で外へ張り出し，口縁部末端が外に反る。174は士師器杯で口径13.3cmである。口縁

部端が膨らみを持つ。175は士師器1II1で口径8.2cm, 底径8.0cm, 器高1.6cmである。176から182ま

では士師器杯の底部である。176・177・179・182は底部角から緩やかに口縁部へ立ち上がる形態を

持つ。内面も緩やかである。179及び180はやや底部からの立ち上がりが急である。178及び181は底部

角がしっかりしていて，立ち上がりも急である。183から185は口縁部破片である。

遺構に関して言えば，梁と梁の長さはほぽ 1軒分で，庇との距離は柱穴から約80cm程度にある。
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第21図 中世の遺構配置図
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図13のA-B間は5.88m, C-D間は3.88m, E-F間は6.08m, G-H間は9.24m, I -J間は

8.2m, K-L間は9.28m, M-N間は8.2mである。平成 9年度に調査をした詰城の東部分から検

出された建物跡も庇が付くタイプである。しかし方位は東西にとっている。これは山城の機能上の

問題からこうした主軸の違いがあるのだと思われる。詰城東部分に登る道が残っているがこれに長

軸が向かって建っており，今回調杏部分から検出された SB-1も北側からの通路に対し，長軸が

向かう形に建っている。

土坑 (SK-1)

SK-1はE-1区に検出された。長軸116cm, 短軸84cm,深さ60cmで，隅丸方形を呈してい

る。土師器などが出土したが図化できなかった。

土坑 (SK-2)

SK-2はE-1区に検出された。長軸124cm, 短軸74cm,深さ43cmで，隅丸方形を星してい

る。SK-1と同じ時代のものであろう 。SK-2からは士師器が出土している。186は土師器坪

と思われ，底径8.6cmで底部から緩やかに立ち上がるタイプである。187は土師器皿で，口径9.6cm, 

底径9.6cm, 器高1.7cm, 糸切底である。 188は土師器杯で，底径11.5cmである。底部角がしっか

りしており，やや急に立ち上がる。 189及び190は土師器口縁部破片である。192は土師器杯底部で，

緩やかに立ち上がるタイプである。

土坑 (SK-3)

SK-3はE-1区から検出された。長軸112cm, 短軸64cm, 深さ56cmで，やや楕円形を呈し

ている。また士師器と共に大型の礫も出土した。191は土師器杯底部で，底径12.3cmである。193は

土師器甕である。口径20.7cmである。

土坑 (SK-4)

SK-4はE-1区から検出された。長軸70cm, 短軸70cm,深さ 4cmで，円形を呈している。

土師器が検出された。194は土師器の杯である。底部角から緩やかに立ち上がる。底径7.6cmであ

る。194は器壁が薄い土師器である。

柱穴 (Pl,...,P4)

p 1から p4はD-1区にある。p1は直径75cm,深さ36cmでやや楕円形を呈 している。土坑

にも分類できるがここではPitに分類した。遺物は土師器などが出土したが図化できなかった。p2 

は直径90cm,深さ36cmで楕円形を呈している。土師器が出土したが図化できなかった。 p3は直

径34cm,深さ48cmで円形を呈している。 196の皿が出土した。口径9.4cm,底径8.3cm,器高1.2cm

を計る。底部切り離しは糸切である。 p4は直径26cm, 深さ26cmで円形を呈 している。 197の

皿が出土した。口径11.4cm, 底径8.7cm, 器高2.6cmを計る。底部切り離しは糸切である。

表10 遺構内出土遺物一覧

図 INo. I遺構 I番号 I出土区 I 種別 I口径cmI底径 cmI器高 cmI備 考

24 I 172 P 13 I N o 2 I B -2 I白磁碗 12.1 口禿端反
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173 P 16 No 4 B-2 土師器杯 13.5 

174 P25 No 1 B-2 土師器杯 13.3 

175 P 16 No 1 B-2 士師器小皿 8.2 8 1. 6 糸切底

176 P 13 No 1 B-2 上師器杯 11. 9 糸切底

177 P 12 No 3 B-2 士師器杯 10.2 

178 P 12 No 1 B-2 土師器杯 7.7 糸切底

179 P 26 No 1 B-2 土師器坪 6.9 糸切底
24 

180 p 7 B-1 土師器杯 5.6 糸切底

181 P 16 No 3 B-2 土師器杯 6.1 

182 P 18 No 1 B-2 土師器杯

183 p 9 B -1 土師器坪

184 P 19 B-2 土師器杯

185 P 18 No 3 B-2 土師器杯

186 SK-2 No 6 E -1 士師器杯 8.6 糸切底

187 SK-2 No 14 E -1 土師器小皿 9.6 9.6 1. 7 糸切底

188 SK-2 No 7 E-1 土師器杯 11. 5 

189 SK-2 No 4 E-1 士師器杯

190 SK-2 No 10 E-1 土師器杯

191 SK-3 No 7 E -1 土師器杯 12.3 糸切底

25 192 SK-2 No 15 E -1 土師器杯

193 SK-3 No 3 E-1 土師器甕 20. 7 

194 SK-4 No 1 E-1 士師器杯 7.6 

195 SK-4 No 4 E -1 土師器杯

196 p 3 No 1 D-1 土師器小皿 9.4 8.3 1. 2 糸切底

197 p 4 No 1 D-1 士師器小皿 11. 4 8. 7 2.6 糸切底
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第 5章まとめ

第 1節縄文時代のまとめ

縄文時代の遺物は少量出土した。すべて縄文時代早期に該当し，分類は I類からW類までの四型

式に大別できた。 I類は，口縁部末端に箆もしくは貝殻などで連続刺突文を施すもので，胴部は繊

維状のもので条痕文を施すもの (Ia) と，胴部が貝殻腹縁で条痕文を施すもの (Ib) とに細分

される。 Ia類は岩本式土器， I bは前平式土器に該当する。 II類は角塔状の土器で，新東晃一の

いう前平式から吉田までのいずれかの角塔土器の底部であろう。 1II類は，口唇部に刻みを入れ，口

縁部から下位にかけて貝殻腹縁により「くの字」状に刺突を施すもので，石坂式系の士器であろう。

w類は，棒状の施文具で区画を施しその中に撚糸とも見られる圧痕を施すものである。塞ノ神式系

の土器であろう。

以上，本遺跡から出土した縄文土器は，早期の古い時期の士器型式がほとんどである。平成 5年

度の確認調杏では縄文時代晩期の土器も出土している。この出土状況は本町においてはよく見られ

る。縄文時代早期の遺物が出土するところには縄文時代晩期の土器が出土し，総体的に前期・中

期・後期の遺物が出土しない傾向にある。

第 2節古墳時代のまとめ

成川式士器も数型式出土しているようである。口縁部形態でいえば口縁部が屈曲し，口唇部は丸

＜斜め上方へ延び，内面屈曲部分はくっきりと角が付く。 No.50やNo.51がそれである。これらは本

田道輝氏が述べている黒神式に基点をおいた成川式土器と考えられ，中村直子氏編年表によると松

木園式士器に該当する。そういう点からすると口唇部形態が断面三角形を呈し，への字状に折れる

No.52は松木園式の壷と考えられる。またNo.42の底部形態も少し丸みを帯びている点やNo.49の口縁

部を持つことから同じく松木園式の壷が該当する。 No.53・54の高杯は，坪部分に屈曲を持ち斜め上

方へまっすぐに伸びるタイプで，中村編年によると東原式に該当する。また全体像ははっきりしな

いが幅広の突帯文を持つものも出土しており，辻堂原式なども少量ながら存在する。総合的に見て

みると古墳時代は，松木園式土器を中心とした時期と東原式から辻堂原式にかけての二時期に分け

られる。

須恵器については成川式土器に伴って出土することが知られているので，今回は古墳時代にまと

めた。

第 3節平安時代のまとめ

平安時代の遺物としては内黒土師器や箆切りの土師器杯などが出土している。今回の調査では森

隆氏のいう内外面とも黒色化した九州系W類（黒色土器B類）は出土していない。平成 7年度から

平成 9年度まで詰城部分の発掘調壺を実施したが，やはり内黒土師器が多数出土している。また，

隣の鍋ケ城跡からも内黒土師器が出士した。 No.103は平成 9年度に市来町教育委員会が発掘調査し

た時に出土した土師器と法量が同じである。底部切り離しは箆で行なわれている。
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第 4節 上城詰城時代のまとめ

く遺構＞

詰城部分は平成 7年度から平成 9年度にかけて調企が実施され，多くの青磁・白磁片と共に士師

器が多数出土している。今回は上城部分の調査を実施したが，意外と青磁や白磁の出士が少なかっ

た。調在範囲の少なさもあるが山城の各郭の機能の違いも考慮できよう。詰城部分は上城に比べ，

貿易陶磁器が多く出土する傾向があり，貿易陶磁器を持ちうるだけの有力な者すなわち主郭として

の機能が考えられる。今回調杏を実施した上城部分は士師器が多くまた 2軒 X 4軒の掘建柱建物跡

が検出されている。この建物は庇が三方を廻り，長軸をほぼ南北にとる。第 1トレンチからは火縄

銃の歪が 2種類出土している。二匁玉と四匁玉である。平成 7年度に詰城跡から二匁玉が出土して

いたが今回出士したものを含めて 3発 2種出土したことになる。上城詰城跡に関して記録等は存在

せず城主等も判明していないが，出土遺物の時期などから市来氏の城であることは確実である。市

来氏が島津氏に叛いて滅亡した後，島津氏の直轄地となっている。直轄地となってから起きた合戦

のどれかに使用されたものか，江戸時代の頃の村で共有されていた鳥獣躯除のための火縄銃なのか

はっきりとはしない。

く遺物＞

調査区からは土師器の皿が多く出土している。法量も 10cm前後に基準があるものと，口径が 9cm

前後に基準があるもの， 8cm前後に基準があるものの三種類がある。大宰府編年を参考にして共伴

遺物との関係など考慮すると 13冊紀から14戦紀の遺物と考えられる。

＜参考文献＞
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図版





トレンチ土層断面 南側土層断面

遺物出土状況

古墳時代土器出土状況 (II層直下） 平安時代土師器出土状況 (II層中）
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SK-1検出状況
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あとがき

平成 5年度に確認調壺を実施してから 9年の歳月が流れた。当初、上城詰城跡は木に覆われ、草

木がはびこる山であった。山に入ると昼間でも暗く、山中には使われていない墓地が残っていた。

火の玉を見たという人もいるほど何か気味悪い場所であったのを覚えている。調査のために山林を

剥ぎ取ると如何にも中世山城らしい地形が姿を現した。堀切らしい窪みや、郭と思える平地などみ

ていると当時の山城の姿が見えてくるようだ。その後調査は年次的に行なわれ、調査の成呆は新聞

等でも報道されたこともあった。今こうして発掘調査報告書を執筆していると、様々なことが脳裏

に浮かんでくる。懐かしい顔や、苦しかったことなど数多い。それこそ「今となっては昔のことで

あるが、……」という 言葉がぴったりだ。

調査終了後の今は、道路工事が実施され、ダンプカーやバックホーが忙しく動いている。今では

その形が変わり、運動公園とテニス場に変わろうとしている……。

市来町埋蔵文化財発掘調査報告書(10)

県営農村活性化住環境整備事業大里地区

4・5号集落道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

上城詰城跡 2

発行日 平成15年 3月31日
発行市来町教育委員会

〒899-2192 鹿児島県日置郡市来町湊町3305番地
印刷株式会社朝 日 印 刷

〒890-0055 鹿児島県鹿児島市上荒田町854-1 




